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代
表
質
問
で
堂
本
県
政
の
２
期
７
年
半
を
問
う

現
場
に
足
を
運
び
、
生
物
多
様
性
尊
重
の
立
場
か
ら
「
勇
気
あ
る
決
断
」
を
す
べ
き
で
は

　

９
月
定
例
県
議
会
が
９
月
18
日
～
10
月
15
日
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

私
は
代
表
質
問
で
堂
本
県
政
２
期
７
年
半
を
問

う
と
共
に
、
高
校
中
途
退
学
の
実
態
把
握
、
教

員
採
用
問
題
の
教
訓
か
ら

「
口
利
き
」
の
文
書
化
、

県
負
担
760
億

円

（
金
利
含

む
）
の
八

ツ

場
ダ
ム
事
業

か
ら
の
撤
退

な
ど
を
求
め
、

ま
た

「
八
百

長

と

学

芸

会
」
議
会
の

改
革
に
向
け

た
具
体
的
な

提
言
を
行
い

ま
し
た
。

　

堂
本
知
事
は

2001
年
に
東
京

湾

・
三
番
瀬
埋
立
計
画
の
白

紙
撤
回
を
公
約
に
当
選
し
ま

し
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
、

三
番
瀬
円
卓
会
議
が
提
言
し

た
保
全
利
用
条
例
の
制
定
や

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録
に
消
極

的
姿
勢
を
示
す
一
方
、
三
番

瀬
を
埋
め
立
て
る
第
２
湾
岸

道
路
事
業
計
画

（
事
業
費
１

兆
円
と
も
言
わ
れ
る
）
の
推

進
を
表
明
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
三
番
瀬
埋
め
立
て
ノ
ー

を
選
択
し
た
県
民
へ
の
公
約

違
反
で
す
。

　

堂
本
知
事
の

2001
年
か
ら
の
７

年
間
で
県
の
借
金
は
３
割
、

５
千
800
億
円
増
え
、
国
が
行

う
大
規
模
公
共
事
業
の
県
負

担
分
は
今
後
10
年
間
で
１
千

800
億
円
に
も
上
り
ま
す
。
確

か
に
県
立
病
院
へ
の
女
性
外
来

の
設
置
や
Ｄ
Ｖ
対
策
、
障
害

者
差
別
禁
止
条
例
な
ど
前
進

し
た
部
分
も
あ
り
ま
す
が
、

肝
心
の
大
規
模
公
共
事
業
の

前
で
は

「
生
物
多
様
性
の
尊

重
」
も
な
り
を
ひ
そ
め
、
事

業
の
科
学
的
な
評
価
も
不
十

分
で
す
。
こ
う
し
た
姿
勢
を

質
し
ま
し
た
。

堂本県政 問われる大規模公共事業への姿勢

◆知事答弁　三番瀬については関係者の合意を第一

に取り組んでいる。 県の経済的活性化のためには高規

格道路も福祉や医療も両方やっていかなければならない。

県立高校の中途退学 （年２千数百人） 問題
小
中
学
校
段
階
の
改
善
と

学
校
の
実
状
に
応
じ
た
支
援

を
　

千
葉
の
県
立
高
校
の
中
途

退
学
者
数
は
年
間
２
千
400
人

～
２
千
700
人

（
Ｈ
14
～
18
年

度
）
で
、
退

学

率

は
2.5

～

2.6
％
で
す
。
退
学
率
が
10
％

を
超
え
る
学
校
の
一
つ
を
訪

問
し
た
折
、
そ
の
背
景
に
、

生
徒
が
小
中
学
校
段
階
で
学

習
に
つ
ま
ず
き
、
集
中

・
持

続
が
で
き
な
い
こ
と
、
家
庭
の

教
育
力
不
足
や
経
済
面
で
の

不
安
定
さ
な
ど
が
あ
る
と
い

う
話
を
伺
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

小
中
学
校
段
階
の
改
善
を
求

め
た
千
葉
県
検
証
改
善
委
員

会
の

「
３
つ
の
提
言
」
（
経
済

的
に
恵
ま
れ
な
い
地
域
、
非

通
塾
の
生
徒
の
多
い
学
校
、

学
力
の
低
い
層
へ
の
行
財
政
支

援
）
へ
の
取
り
組
み
と
、
学

校
の
求
め
に
応
じ
て
ス
ク
ー
ル
・

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
常
駐
化
な
ど

を
行
う
よ
う
求
め
ま
し
た
。

自
主
退
学
の
強
要
に
な
り
か

ね
な
い
「
特
別
指
導
」
の
実

態
の
把
握
を

　

生
徒
が
い
わ
ゆ
る
問
題
行
動

を
起
こ
し
た
場
合
、
各
県
立

高
校
で
は

「
内
規
」
に
基
づ

き

「
特
別
指
導
」
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
Ｈ
18
年
度
は
こ
の

特
別
指
導
に
よ
り
、
自
主
退

学
190
件
、
自
宅
謹
慎

1787
件
、

学
校
内
謹
慎
575
件
が
あ
っ
た

と
い
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、

あ
る
学
校
で
は
こ
の
特
別
指
導

で

「
自
主
退
学
の
強
要
」
が

行
わ
れ
た
と
い
う
訴
え
が
保

護
者
の
方
よ
り
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
特
別
指
導
内
容
の

み
な
ら
ず
各
学
校
で
定
め
て
い

る
内
規
に
つ
い
て
県
教
委
は
一

切
把
握
し
て
い
な
い
と
い
い
ま

す
。
そ
こ
で
、
各
学
校
の
内

規
と
特
別
指
導
の
実
態
を
県

教
委
と
し
て
し
っ
か
り
把
握
す

る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

◆県教育長答弁　各学校では実情に合わせた適切な指導を行って

いるものと認識している。

「八百長と学芸会」 県議会の改革に向けて３つの提言
１．水面下の根回しを行わず、オープンな議場で意思決定を

パネルを示して質問中の川本幸立

　

自
治
体
の
施
策
は
オ
ー

プ
ン
な
議
場
で
決
定
さ
れ

ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

大
部
分
の
自
治
体
で
は
議

会
開
会
前
に
行
政
幹
部
が

有
力
議
員
を
訪
れ
議
案
に

つ
い
て
内
々
に
了
承
を
得

る

「
根
回
し
」
を
し
て
お

く
こ
と
が
一
般
的
と
言
い

ま
す
。
た
と
え
ば
２
月
県

議
会
で
審
議
さ
れ
た
乳
幼

児
医
療
費
助
成
事
業
の
個

人
負
担
分
が
な
ぜ
い
つ
300

円
に
決
定
さ
れ
た
の
か
、

そ
の
詳
細
な
経
過
は
不
明

で
す
。
そ
こ
で
、
知
事
ら

に
見
解
を
求
め
ま
し
た
。

　

全
国
各
地
の
自
治
体
が

競
っ
て
予
算
編
成
過
程
を
公

開
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
不
透

明
性
を
排
し
、
厳
し
い
財
政

に
つ
い
て
県
民
の
理
解
を
得
る

こ
と
が
目
的
で
す
。
今
の
予

算
書
で
は
事
業
の
詳
細
を
読

み
取
る
こ
と
は
困
難
で
す
の

で
、
事
業
ご
と
の
デ
ー
タ
の

開
示
が
不
可
欠
で
す
。

　

大
分
県
で
は
事
件
後
、
口
利
き
し
た
人

物
名
や
役
職
名
を
公
表
す
る
要
綱
を
施
行

し
ま
し
た
。
千
葉
県
で
も
本
人
へ
の
合
否
発

表
後
に
依
頼
の
あ
っ
た
議
員
に
知
ら
せ
た
と

い
い
ま
す
が
、
地
方
公
務
員
法
な
ど
に
照

ら
し
て

「
問
題
な
し
」
と
は
言
い
切
れ
ま
せ

ん
。
県
で
は
議
員
な
ど
か
ら
の
働
き
か
け
を

記
録
し
文
書
化
し
た
ケ
ー
ス
は
過
去
１
件
も

な
い
と
い
い
ま
す
。
公
共
事
業
の
受
発
注
な

ど
県
政
全
般
に
つ
い
て
非
公
式
な
接
触
に
よ

る
も
の
も
含
め
て
議
員
な
ど
か
ら
働
き
か
け

を
受
け
た
場
合
、
記
録
し
公
表
す
る
制
度

を
つ
く
る
こ
と
を
提
案
し
ま
し
た
。

◆知事答弁　

議案について十分な理

解をした上で議会の場で

活発に議論いただくため

に適宜、 説明をしている。

◆健康福祉部長答弁
乳幼児医療費助成事業の負

担金は議会の付帯決議を受け

止め、 執行部として300円とし、

６月議会の冒頭に報告した。

2. 予算編成過程と事業ごとのデータの公表を

◆副知事答弁　

予算編成過程の公表や、 事業ご

とのデータの公表については、

扱うデータの量や事務量を勘案し、

公表の手法や範囲について、 他

県の事例も含めて検討したい。

3. 教員採用事件を踏まえ「口利き」の文書化を

◆副知事答弁　

職員一人一人が公務員倫理を保持すること

が重要であり、 その遵守について厳しく指

導している。

北海道視察報告
　

８
月
、
「
市
民

ネ
ッ
ト
・
社
民

・

無
所
属
」
会
派
で

北
海
道
視
察
の

折
、
北
海
道
庁
、

苫
東
開
発
現
場
な

ど
と
と
も
に
夕
張

市
を
訪
ね
、
市
議

会
議
長
、
副
議
長

か
ら
お
話
を
伺
い

ま
し
た
。
議
会
が

執
行
機
関
へ
の
監

視
機
能
を
果
た
す
こ
と
が
厳

し
く
問
わ
れ
て
い
る
こ
と
を

改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。

資料の山に埋もれて　　川本幸立

◆県教育長答弁
　検証改善委員会が独自に分析した

対応とともに学校 ・家庭 ・地域が連

携した取り組みが重要だ。 様々な学

力向上施策を積極的に推進し、 各学

校の実状を十分に把握しながら学校

全体できめ細かな教育相談体制が充

実できるよう心掛けたい。

夕
張
市
議
会
議
長
室
に
て

 　

川
本
幸
立　

（
後
ろ
中
央
）

?!


